


早稲田日本語教育実践研究　第〇号	【実践紹介】本文作成時の注意
・｢章見出し｣の前後には、空行（1行）が入るよう設定されています。
・｢章見出し｣の後に｢節見出し｣を付ける場合は、「2.」の書き方をご参照ください。｢節見出し｣と「本文」の間には空行（1行）は不要です。
・テンプレートの設定は変更しないでください。

タイトル（MSゴシック17pt／英数字Arial17pt半角）
―サブタイトル―（MSゴシック15pt／英数字Arial15pt半角）
早稲田 花子・高田 太郎（MS明朝13pt／英数字Arial13pt半角）
科目名：レベルを含んだ科目の正式名称を記入する（MSゴシック10pt／英数字Arial10pt半角）
レベル：初級1・2／中級3・4・5／上級6・7・8該当数字を2・3のように四角で囲む
履修者数：xx名論の中心となっている科目の履修者数（複数学期にわたる場合は直近の数）を記入する（MSゴシック10pt／英数字Arial10pt半角）
1．（全角スペース1字）章見出し（英数字Arial・10pt半角／見出しMSゴシック10pt）
本文（MS明朝10pt／英数字Times New Roman・10pt半角）左端の行番号は校正作業に必要なため，削除しないで提出すること。左端の行番号は校正作業に必要なため，削除しないで提出すること。左端の行番号は校正作業に必要なため，削除しないで提出すること。左端の行番号は校正作業に必要なため，削除しないで提出すること。左端の行番号は校正作業に必要なため，削除しないで提出すること。左端の行番号は校正作業に必要なため，削除しないで提出すること。
本文に注をつける場合は，注をつけたい語句が含まれる本文中の切れ目に通し番号の数字を上付きでつけ，その右を片括弧でとじる。注の本文は，論文の本文の次にまとめて注記する1)。
本文中および図表中の数字とアルファベットは，半角を原則とする。
フォント指定の青字の部分は，削除して提出すること。
2．（全角スペース1字）章見出し（英数字Arial・10pt半角／見出しMSゴシック10pt）
2-1．（全角スペース1字）節見出し（英数字Arial・10pt半角／見出しMSゴシック10pt）
本文（MS明朝10pt／英数字Times New Roman・10pt半角）これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。
表1　表題名（MSゴシック9pt／数字Arial・9pt半角）
	表中の文字（MS明朝8pt／英数字Times New Roman・8pt半角）
	
	

	
	
	

	
	
	



本文（MS明朝10pt／英数字Times New Roman・10pt半角）これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。図中文字（MS明朝8pt／英数字Times New Roman・8pt半角）

これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。
　　　図1　図題名（MSゴシック9pt／数字Arial・9pt半角）
注（MSゴシック・9.5pt）
1）	注本文（MS明朝9.5pt／英数字Times New Roman・9.5pt半角）これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これ
2）	注本文（MS明朝9.5pt／英数字Times New Roman・9.5pt半角）これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。これは見本です。
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（MS明朝9.5pt／英数字Times New Roman・9.5pt半角）
資料1（MSゴシック・9.5pt／数字Arial・9.5pt半角）
資料本文（MS明朝9.5pt／英数字Times New Roman・9.5pt半角）これは見本です。
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（MS明朝・9.5pt／英数字Times New Roman・9.5pt半角）
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